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Ⅰ. 男性不妊症の治療薬の開発とバイオマーカーの探索 

 男性不妊症には治療薬が存在しない。治療薬開発のため、適切な評価系としてラットとマウスで精子形

成障害モデルを作製した。このモデルを用い、男性不妊症の原因の大半を占める精子形成障害を改善する

薬剤の開発とともに、治療効果を評価できるバイオマーカーの探索も行っている。 

 

Ⅱ．精巣におけるバリアー機能の意義ついての研究 

 精巣には血液精巣関門が存在する。血液精巣関門は、セルトリ細胞間で働く細胞接着分子によって形成

される。これらの細胞接着分子の遺伝子欠損マウスを解析して、血液精巣関門の分子基盤と生理的・病的

意義を明らかにする。 

 

Ⅲ.細胞接着分子による精子形成の調節機構の研究 

 細胞接着分子は、精子形成の調節因子である。特に、造精細胞とセルトリ細胞の相互作用に関与する細

胞接着分子の中には必須の分子が多い。これらの細胞接着分子の作用メカニズムとその意義について研究

している。 

 

Ⅳ. ダウン症候群モデルマウスを用いた精子形成障害の新規原因遺伝子の探索 

 ダウン症候群では男性不妊症が生じる。その分子機構を明らかにするため、ダウン症候群のモデルマウ

スを用いて、精子形成障害を引き起こす原因遺伝子を探索している。 

 

Ⅴ. 電子顕微鏡レベルにおける組織・細胞の三次元構造の解明 

形態学では薄い切片を作製して器管・組織の構造を解析してきた。微細構造の観察のために、透過型電

子顕微鏡の観察により明らかにされた二次元構造を、走査型電子顕微鏡により得られたデジタル画像を三

次元再構築することにより、二次元では分からなかった微細構造の解明を目指している。 
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【特殊技術・特殊装置】 
１．免疫電顕法 
２．光顕・電顕観察 
３．ラットを用いた抗体作製法 
４．精巣の器管培養法 
５．凍結切片を用いた免疫組織化学における抗原賦活化法   
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